
２．人口、世帯

（１）島原市の人口と世帯の状況
 ① 年齢区分ごとの男女別人口（令和5年１２月３１日現在）
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（単位：人）

年齢区分ごとの人口は、２０年代ごとに区分
した場合、６０〜７９歳の人口が⼀番多く、
若くなるに従って少なくなっている。

また、２０〜３４歳の人口が少なくなって
いるが、これは高校卒業後の若者の流出が要
因であると考えられる。
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２．人口、世帯

  ➁ 男女別人口の推移 （令和２年国勢調査）

 ➂ 年齢区分別人口割合の推移

 ④ 世帯数の推移

26,569 27,402 27,240 26,400 24,540 23,888 23,205 21,985 20,999 20,157

30,720 31,488 31,217 30,503 
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％０〜１４歳 １５〜６４歳 ６５歳以上 年齢不詳

12,000

16,000

20,000

14,530

16,066 16,398 16,759 16,547 16,990 17,170 17,039 17,068 17,095

令和2年は男女とも、ピークだった昭和５５年の人口の74％まで減少している。

０〜１４歳の人口は急激に減少し、６５歳以上の人口は急激に増加している。

（単位：人）

（単位：％）

（単位：世帯）

令和２年国勢調査の結果、世帯数は平成２７年調査時より27世帯増えている。

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）
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２．人口、世帯

（２）⻑崎県及び半島３市における島原市の総人口と世帯の状況

 ① 人口の推移 （令和２年国勢調査）

【人口の割合】
令和２年

1,312,317
3.3%

126,764
34.2%

平成22年
1,426,779

3.3%
145,063

32.7%

平成27年
1,377,187

3.3%
136,086

33.4%

平成12年
1,516,523

3.4%
160,838

32.1%

平成17年
1,478,632

3.4%
154,088

32.5%

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 50,045 47,455 45,436 43,338

雲仙市 49,998 47,245 44,115 41,096

南島原市 54,045 50,363 46,535 42,330

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

半島他２市より本市は人口減少率が鈍化している。

（単位：人）

（単位：人）

半島３市の総人口は、減少傾向にあるが、半島３市の中では島原市の人口減少率が
4.7%と最も低い。 （参考）島原市の住基人口 42,634人（令和５年１２月末）

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）
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２．人口、世帯

 ➁ 年齢区分別にみた人口の推移
【０〜１４歳の人口の推移】

【０〜１４歳の人口の割合】

【１５〜６４歳の人口推移】

 

164,573
3.3%

15,116
36.2%

215,987
3.4%

22,198
33.1%

193,428
3.3%

19,032
33.4%

243,046
3.4%

26,059
32.1%

178,092
3.3%

16,882
34.8%

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 8,360 7,350 6,361 5,872 5,467

雲仙市 8,711 7,401 6,310 5,530 4,914

南島原市 8,988 7,447 6,361 5,480 4,735

4,000

6,000

8,000

10,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 31,117 29,322 27,120 24,746 22,297

雲仙市 30,944 29,067 27,283 24,601 21,493

南島原市 33,099 30,618 27,737 24,155 20,479

20,000

25,000

30,000

35,000

（単位：人）

（単位：人）

半島３市の人口
は、急激に減少し
ている。

（参考）島原市の
住基人口 5,128人
（令和５年１２月
末）

半島３市の人口
は、共に激減して
いる。
（参考）島原市の
住基人口21,876人
（令和５年１２月
末）

（単位：人）

半島３市における島原市の割合は1.4％増加している。

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）
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２．人口、世帯

【１５〜６４歳の人口割合】

【６５歳以上の人口推移】

【６５歳以上の人口割合】

3.6%
45,702
32.4%

433,018
3.6%

47,379
32.8%

3.8%
39,617

30.5%

348,820
3.8%

42,879
31.2%

369,290
3.8%

43,742
31.7%

73,502
33.7%

令和２年
714,726

3.1%
64,269
34.7%

平成12年
315,871

平成27年
407,139

95,160
32.7%

平成17年
913,224

3.2%
89,007

32.9%

平成22年
857,416

3.2%
82,140

33.0%

平成22年

平成12年
956,692

3.3%

平成27年
791,956

3.1%

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

平成17年 令和２年

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 12,086 13,369 13,878 14,818 15,574

雲仙市 12,575 13,530 13,609 13,984 14,689

南島原市 14,956 15,980 16,255 16,900 17,116

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

半島３市における島原市の割合は、微増傾向にある。

島原市の割合は、⻑崎県内では減少傾向だが、半島３市ではわずかに増加傾向にある。

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

半島３市の人口
は、共に増加し高
齢化が進む。
（参考）
島原市の住基人口
15,630人（令和５
年１２月末）

（※平成２７年、令和２年の結果は不詳補完値による。）
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２．人口、世帯

➂ 世帯数の推移 （令和２年国勢調査）

【世帯数の割合】

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成12年
544,878

3.1%
50,129

33.9%

平成17年
553,620

3.1%
50,345

34.1%

平成22年
558,660

3.0%
50,062

34.0%

平成27年
560,720

3.0%
49,108
34.8%

令和２年
556,130

3.1%
48,296

35.4%

平成１２年 平成1７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
島原市 16,990 17,170 17,039 17,068 17,095

雲仙市 15,647 15,756 15,863 15,376 15,141

南島原市 17,492 17,419 17,160 16,664 16,060

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

半島３市における島原市の割合は増加している。

（単位：世帯）

（単位：世帯）

世帯数は、島原
市で増加している。
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２．人口、世帯

（３）島原市の産業別就業人口の状況
 ① 人口の推移

【就業人口の構造比の推移】

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
第１次産業 3,696 3,570 3,310 3,214 2,977

第２次産業 6,026 5,254 4,321 4,203 3,839

第３次産業 14,739 14,387 13,775 13,869 13,827

0
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12,000
14,000
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令和２年

平成27年

平成22年

平成17年

平成12年

平成7年

14.4 

15.1 

15.5 

15.4 

15.1 

15.9 

18.6 

19.7 

20.2 

22.6 

24.6 

26.2 

67.0 

65.2 

64.4 

62.0 

60.3 

57.9 

第１次産業 第２次産業 第３次産業

人口構成比の推移をみると、第⼀次産業は横ばい、第２次産業は減少、第３次産業は増加し
ている。

就業人口は、各産業とも減少している。
（注）上記数値には「分類不能産業」が未算入のため、１２頁の合計とは合わない。

（単位：人）

（単位：％）
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２．人口、世帯

➁ 産業分類別就業人口の推移

医療・福祉

サービス業
公務・その他
第３次産業計

運輸業・郵便業

卸売・小売
宿泊業，飲食サービス業

金融業・保険業
不動産業・物品賃貸業

鉱業
建設業
製造業

第２次産業計
電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

学術研究・専門・技術サービス業

生活関連サービス業・娯楽業

教育・学習支援業

複合サービス事業

産業分類
農業
林業
漁業

第１次産業計

平成１２年
3,173

11
512

3,696
5

平成１７年
3,116

13
441

3,570
7

令和２年
2,737

15
225

2,977
2

平成２７年
2,917

9

3,037
2,984
6,026

107
992

（運輸・郵便業に含む）

5,550
(宿泊；サービス業に、飲食店；卸・小に含む)

466
66

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

6,663
895

14,739

3,788
817

13,445

平成２２年
2,956

14
340

3,310
1

1,920
2,400
4,321

71
909

（運輸・郵便業に含む）

3,598
1,210

358
127

2,513
2,734
5,254

78
800

79
800

（運輸・郵便業に含む）

3,088
1,188

360
131

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

3,272
1,114

407
68

（運輸・郵便業に含む）

288
3,214

-
1,817
2,386

4,203

1,794
2,043
3,839

368
710

1,060
4,133

292
960

84
722
92

3,024
1,097

325
118

842
13,827

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

3,814
（サービス業に含む）

3,583
826

13,869

（サービス業に含む）

3,407
（サービス業に含む）

3,287
808

（サービス業に含む）

（サービス業に含む）

13,775

（サービス業に含む）

3,101
（サービス業に含む）

（単位：人）

※ 分類不能産業は未算入。島原市では、第１次産業、第２次産業が減少し、第３次産業につい
ては、ほぼ横ばいを続けている。
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２．人口、世帯

（４）⻑崎県及び半島３市における島原市の産業別就業人口の状況

 ① 第１次産業人口の推移

【第１次産業人口の割合】

 ➁ 第２次産業人口の推移

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成12年 平成22年 令和２年
67,198

5.5%
17,586
21.0%

平成17年
62,011

5.8%
16,503
21.6%

51,695
6.4%

15,067
22.0%

平成27年
47,812

6.7%
14,254
22.5%

40,802
7.3%

11,813
25.2%

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
島原市 3,696 3,570 3,310 3,214 2,977

雲仙市 6,795 6,481 5,771 5,642 4,167

南島原市 7,095 6,452 5,986 5,398 4,669

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
島原市 6,026 5,254 4,321 4,203 3,839

雲仙市 6,659 5,453 4,614 4,484 4,116

南島原市 6,550 5,517 4,817 4,461 3,744

3,500

4,500

5,500

6,500

7,500

⻑崎県及び半島３市における島原市の割合は、増加傾向にある。

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

半島３市の就業
人口は、共に減少
している。

島原市の減少の
主な要因は、農
業・漁業を営む人
が減っているため
である。

半島３市の就業
人口は、共に減少
している。

島原市の減少の
主な要因は、建設
業及び製造業従事
者が減っているた
めである。
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２．人口、世帯

【第２次産業人口の割合】

➂ 第３次産業人口の推移

【第３次産業人口の割合】

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

⻑崎県
島原市の割合

半島３市
島原市の割合

平成12年
165,956

3.6%
19,235
31.3%

平成17年
140,390

3.7%
16,224
32.4%

平成22年
127,183

3.4%
13,752
31.4%

平成27年
125,674

3.3%
13,148
32.0%

令和２年
116,363

3.3%
11,699
32.8%

平成12年
466,197

3.2%
41,195

平成27年
450,488

3.1%
39,073
35.5%

令和２年

3.1%
446,057

38,289
36.1%35.8%

平成17年
473,801

3.0%
41,525
34.6%

平成22年
450,757

3.1%
39,260
35.1%

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年
島原市 14,739 14,387 13,775 13,869 13,827

雲仙市 12,965 13,404 12,389 12,481 12,119

南島原市 13,474 13,665 13,096 12,723 12,343

12,000

13,000

14,000

15,000

島原市の割合は、⻑崎県内においては横ばい、半島３市においては微増となっている。

島原市の割合は、⻑崎県内で減少、半島３市では横ばいの傾向にある。

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

半島３市の就業
人口は減少傾向に
ある。

島原市で増加し
た産業は、医療・
福祉事業従事者が
増加している。
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２．人口、世帯

④ 産業分類別就業人口の状況（令和２年）

21.0 

21.3 

13.0 

7.3 

8.8 

8.6 

10.6 

10.3 

9.8 

13.3 

12.5 

14.4 

1.1 

0.9 

1.6 

0.9 

1.3 

1.8 

19.0 

17.2 

19.7 

4.7 

3.8 

4.6 

3.3 

3.5 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南島原
市

雲仙市

島原市

農業 林業
漁業 鉱業，採石業，砂利採取業
建設業 製造業
電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業
卸売業，小売業 金融業，保険業
不動産業，物品賃貸業 学術研究，専門・技術サービス業
医療，福祉 サービス業（他に分類されないもの）
公務（他に分類されるものを除く） 分類不能の産業

（産業分類別人口の割合については、主なもののみ数値を掲載）

（単位：％）

半島３市の中で、島原市は、卸売・小売の就業人口の占める割合が高く、農業の就業人
口の割合が低いことが分かる。
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２．人口、世帯

【島原市の産業分類別就業人口の状況】（令和２年）

項   目
農業
林業
漁業
鉱業

建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

運輸業・郵便業
情報通信業

20,946

225
2

1,794
2,043

84
92

722
卸売・小売

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療・福祉

サービス業（他に分類されないもの）

公務
分類不能産業
合   計

金融業・保険業
不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

複合サービス事業

105
20,861

162
5

1,887
2,224

40
67

695
2,6913,024

325
118
368

1,097
710

1,060
4,133

292
960
842
303

島原市
2,737

15

雲仙市
4,579

20

539
785

3,969
408
983
698

202
105
270

1,162
550
727

3,691
340
818
761
494

21,490

南島原市
4,386

13
270

6
1,518
2,220

48
53

677
2,782

231
76

189
905

（単位：人）
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２．人口、世帯

（５）その他の人口に関する資料

 ① ⼀般世帯（※１）における１世帯当たり世帯人員の推移

 ➁  高齢化率の推移

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 2.94 2.81 2.68 2.56 2.41

雲仙市 3.27 3.10 2.90 2.78 2.62

南島原市 3.19 3.02 2.84 2.69 2.53

⻑崎県 2.71 2.59 2.47 2.37 2.26

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
島原市 23.4 26.7 29.2 32.6 35.9

雲仙市 24.1 27.1 28.8 31.7 35.7

南島原市 26.2 29.6 32.3 36.3 40.4

⻑崎県 20.8 23.6 25.9 29.6 33.0

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0

（単位：人）

（単位：％）

島原市の世帯人員は、半島３市の中では⼀番少なく、⻑崎県と比較すると多い。
（※１）⼀般世帯とは、老人ホームなどの社会施設等を除いたもの。

半島３市の高齢化率（６５歳以上）は、上昇を続けている。
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２．人口、世帯

  ➂ 島原市の移動人口の推移

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
出生 328 292 289 276 275

死亡 615 613 662 666 763

転入 1,400 1,554 1,197 1,238 1,574

転出 1,503 1,428 1,491 1,467 1,589

0

500

1,000

1,500

2,000

（単位：人）

令和４年度の自然動態は、出生が５年連続減少となり、社会動態は転入及び転
出が前年度を上回った。
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